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季節を問わず正午に必ず真南を通る太陽。そ

の規則正しい動きから、古代の人たちは時間

を測りました。日時計はエジプトで誕生し、

ヨーロッパでは日常に欠かせぬ存在です。ま

た、目印の無い海の上では、自らの船の位置

を確かめる唯一の方法が、六分儀を使って	
 太

陽の高さを知りそこから割り出していくこと

でした。	
 古代ギリシアでは太陽を観察するた

めに、ピンホールからの投影現象で日食を観

察する方法を生み出しました。やがて目の前の景色を手で描き写す道具として、カメ

ラの原点となるカメラ・オブスキュラが誕生します。	
 

	
 

本書は「人類最初の科学装置」の日時計を中心に、人類が太陽を身近なものとしてと

らえ、利用しようと試みてきた歩みと、その知恵の結晶から生まれた３種類の道具を

紹介していきます。コラムでは、世界および日本の人たちが太陽をどうとらえたかの

考察や、国旗・国章に描かれた太陽など、身近な太陽を多角的に見ていく充実した一

冊です。	
 


